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マークの意味

21号
（2014. 1. 1）

　マークの図柄は昭和３５年（1960）
に公募して選ばれたものです。幸
せのめばえを示す四つ葉のクロー
バーをバックに、民生委員の「み」
の文字と児童委員を示す双葉を組
み合わせ、平和のシンボルの鳩を
型取って、愛情と奉仕を表してい
ます。
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新
し
く
「
み
ん
じ
」
発
行
を
担
当
し
た
６
名
、
手
探

り
の
船
出
で
す
。

　

親
し
み
や
す
い
広
報
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

心のおもむくままに心のおもむくままに

■ 

気
遣
う
こ
こ
ろ

　

昨
年
４
月
13
日
の
明
け
方
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を

思
い
出
す
よ
う
な
地
震
が
あ
り
、
そ
の
時
、
実
家
の
高

齢
の
母
に
、
地
域
の
民
生
委
員
の
方
か
ら
「
大
丈
夫
で

し
た
か
」
と
電
話
を
頂
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
話
を
聞

い
た
時
、
気
に
か
け
て
も
ら
い
良
か
っ
た
ね
、
と
言
い

ま
し
た
。
そ
の
数
ヶ
月
後
、
自
治
会
長
か
ら
の
お
話
が

あ
り
、何
が
出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
信
条
に
あ
る
よ
う
に
、
地
域
の
人
々
と
協

力
し
、
明
朗
で
健
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
の
お
手
伝
い

が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■ 

こ
れ
か
ら
の
私

　

三
年
間
の
協
力
委
員
を
経
て
こ
の
度
、

民
生
委
員
の
任
務
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

協
力
委
員
と
は
ま
た
違
う
大
き
な
責
任

が
の
し
か
か
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
地
域

に
対
し
少
し
で
も
お
役
に
た
つ
こ
と
が
出

来
る
の
で
あ
れ
ば
と
、
お
引
き
受
け
し
ま

し
た
。
地
域
の
実
情
な
ど
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
学
ん
で
い
き
、
地
域
の
方
々
の
気
持

ち
や
生
活
に
出
来
る
だ
け
寄
り
添
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
を
思
い
や
り
な
が
ら
気
負

う
こ
と
な
く
、
微
力
な
が
ら
も
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
自
転
車
走
行

の
法
規
制
が
厳
し
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
は
車
の
運
転
を

し
て
い
て
赤
信
号
で
停

止
し
ま
す
。そ
の
横
を

歩
行
者
が
、自
転
車
が

赤
信
号
で
も
無
視
し

て
わ
た
り
ま
す
。
反
対

方
向
か
ら
は
、
青
信

号
を
目
指
し
て
車
が
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
走
っ
て

き
ま
す
。
危
な
い
！ 

も

う
少
し
だ
け
待
て
ば
、
安

全
に
渡
れ
る
の
に
・・・ 

今

度
は
横
断
歩
道
で
停
止
、

小
さ
な
子
供
が
自
転
車
で

頭
を
ペ
コ
リ
と
下
げ
な
が

ら
横
断
歩
道
を
わ
た
る
。

ほ
っ
と
心
が
癒
さ
れ
る
。

そ
の
子
供
の
家
庭
を
想
像

す
る
と
自
分
の
心
に
楽
し

い
夢
が
ふ
く
ら
ん
で
く
る
。

頭
の
下
げ
方
が
ち
ょ
っ
と

低
い
か
、
又
挨
拶
、
お
礼

が
素
直
に
言
え
る
こ
と
の

少
し
の
心
遣
い
が
、
自
分

の
身
も
心
も
守
ら
れ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。（
Ｔ
）

　

亀
田
龍
昇
さ
ん
（
播
磨
町
上
野
添
）
は
、
播
磨
町
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
１
９
８
０
年
か
ら
33
年
間
、
地
域
の
福
祉
向
上

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
95
年
12
月
か
ら
70
人
近
い
町
内
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
束
ね
る
会
長
に
就
任
さ
れ
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
永
年
の
社
会
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
、
秋
の
叙
勲
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

播
磨
町
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
達
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
昨
年
十
一
月
三
十
日
任
期
満
了
を
迎
え
、
十
二
月
一
日
に
新
し

く
任
命
拝
受
の
辞
令
を
受
け
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
メ
ン
バ
ー
を
加
え
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
社
会
は
、
非
常
に
多
く
の
福
祉
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
時
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
そ
の
場
に
応
じ
た
福
祉
課
題
に
適
応
し
、
少
し
で
も
皆
様
の
幸
せ
の
為
に
、
何
ら
か
の
形
で
お
役

に
た
て
れ
ば
と
存
念
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、
台
風
の
大
き
な
災
害
、
津
波
ま
た
全
国
的
に
も
こ
の
災
害
に
よ
る
被
災
者

の
方
々
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
被
災
地
の
皆
様
が
少
し
で
も
早
く
立
ち
直
ら
れ
る
こ
と

を
願
い
つ
つ
児
童
虐
待
や
高
齢
者
福
祉
、
特
に
一
人
暮
ら
し
の
孤
独
死
な
ど
、
こ
の
様
な
時
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
課
せ
ら
れ
た
役
目
が
年
々
複
雑
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
私
達
は
少
し
で

も
問
題
解
決
に
際
し
、
守
秘
義
務
を
順
守
し
、
関
係
機
関
行
政
等
に
的
確
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

問
題
解
決
に
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
、
日
夜
精
進
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

皆
様
の
身
近
な
所
に
必
ず
一
名
は
い
ま
す
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

皆
様
の
御
協
力
の
下
に
、
委
員
全
員
が
精
進
し
明
る
い
社
会
、
住
み
よ
い
社
会
の
構
築
に
、
努
力

さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
皆
様
に
お
約
束
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

播
磨
町
に
住
み
は
じ
め
て
四
十
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し

た
。
今
ま
で
は
会
釈
程
度
で
近
所
の
方
も
知
ら
ず
に
い

ま
し
た
。
今
回
少
し
は
お
役
に
立
て
る
か
と
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
思
う

こ
と
は
、
地
域
の
方
に
私
の
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、

私
も
ご
近
所
の
方
の
お
顔
を
覚
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
得

意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

地
域
の
絆

　

定
年
を
前
に
し
て
、
無
趣
味
の
私
が
日
々
を
ど
う
過

ご
そ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
時
に
、
自
治
会
長
さ
ん
か
ら

民
生
委
員
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

か
ね
て
か
ら
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が

あ
り
、
家
内
が
見
守
り
隊
を
し
て
お
り
、
お
受
け
致
し

ま
し
た
。

　

町
内
に
お
き
ま
し

て
も
少
子
高
齢
化
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
、

地
域
の
絆
が
弱
ま
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
幼
児
・
児
童
の

成
長
と
社
会
で
の
活

躍
を
見
守
る
一
助
と

な
る
べ
く
福
祉
活
動

に
貢
献
し
自
己
啓
発

に
努
め
ま
す
。

播
磨
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

会　

長　
　

亀　

田　

龍　

昇
材料（2人分）
カキ 4個、片栗粉・サラダ油・ネギ 少々、
丸餅 ２個、大根 150㏄（すりおろして汁気を切る）
Ⓐ 酒・醤油・みりん 各小1
Ⓑ だし汁 1.5カップ、 醤油 大1、みりん・酒 各大1/2

作り方
①カキを洗い、Ⓐで下味をつけてしばらく置く。
　水気を拭いて、片栗粉をまぶしてフライパンで焼く。
　餅を焼く。
②鍋にⒷをひと煮立ちさせ、大根おろしを加える。
　塩で味を調え、水溶き片栗粉でとろみをつける。
③器に①を入れ、②を注ぎ、ネギを添える。

カキと餅のみぞれ椀

民
生
委
員・児
童
委
員
を
受
け
て

民
生
委
員・児
童
委
員
を
受
け
て

秋
の
叙
勲
瑞
宝
単
光
章
を

播
磨
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長 

亀
田
龍
昇
さ
ん
が
受
章
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こ
の
度
、
私
た
ち
が
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
私
た
ち
が
個
人

の
お
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
の
紹
介

民
生
委
員・児
童
委
員

民
生
委
員・児
童
委
員

退
任
者

ありがとうございました

古
宮
２

　

西
口　

千
春

古
宮
１

　

中
村　

有
子

本
荘
県
住

　

岸
本　

和
夫

学
園
前
・
学
園
北

　

富
山　

森
雄

石
ヶ
池

　

加
藤　

和
子

本
荘
北

　

坂
東　

惠
美
子

本
荘
北

　

光
田　

和
子

本
荘
西

　

三
上　

年
一

本
荘
西

　

喜
田　

勇

宮
北

　

高
橋　

道
伸

宮
北

　

春
名　

政
吉

本
荘
中

　

小
寺　

民
子

本
荘
中

　

平
郡　

直
美

本
荘
東

　

村
津　

か
く
み

本
荘
東

　

原
田　

茂
良

本
荘
東

　

黒
石　

喜
代
治

本
荘
東

　

村
津　

み
ど
り

田
中　

公
子

村
上　

安
紀
子

大
角　

伸
子

佐
伯　

富
佐
子

古
田
西
・
神
川

　

櫻
井　

千
代
子

本
荘
古
田
南
・
古
田
北

　

荒
瀨　

惠
美
子

本
荘
東

　

高
井　

和
奈

　

平
郡　

登
代
子

　

前
田　

安
良

　

大
西　

典
子

　

大
西　

均

　

平
郡　

弘
子

　

王
子　

婦
二
枝

本
荘
中

　

駒　
　

洋
子

　

長
谷　

ひ
で
子

　

濱
野　

貞
子

　

谷
岡　

昭
代

宮
北

　

黒
石　

容
子

　

大
山　

道
子

　

藤
原　

む
つ
み

　

中
山　

道
子

本
荘
西

　

赤
松　

和
子

　

木
村　

日
呂
美

　

村
岡　

久
美
子

　

花
畑　

由
子

宮
西

　

岸　
　

久
雄

　

田
中　

茂

本
荘
北

　

嶋
田　

珠
美

　

松
下　

修
子

　

池
田　

と
も
こ

　

齊
賀　

和
代

　

戸
田　

六
月
美

　

陰
山　

貴
美
子

　

山
野　

タ
カ
子

　

中
村　

ル
リ
子

　

石
山　

ミ
サ
子

　

溜
池　

富
貴
子

　

松
林　

亀
美
子

　

藤
田　

久
代

石
ヶ
池

　

井
上　

和
子

　

元
砂　

秀
子

学
園
前
・
学
園
北

　

髙
瀬　

誠
子

　

畑　
　

安
紀
子

古
宮
１

　

小
北　

正
男

　

筒
井　

和
代

古
宮
２

　

溝
上　

美
由
紀

　

酒
瀬
川　

素
子

　

福
田　

照
美

　

宮
永　

祐
理
子

古
宮
３　

　

堀
谷　

和
歌
世

　

藤
澤　

小
百
合

二
子

　

西
垣　

つ
や
子

　

青
木　

佳
子

　

浦　
　

一
美

　

杉
本　

朝
子

二
子
北

　

澤
田　

小
夜

　

宮
本　

ケ
サ
ミ

　

松
井　

佳
子

　

福
村　

る
り
子

駅
東

　

藤
本　

美
智
子

サ
ン
シ
テ
ィ
本
荘

　

平
郡　

豊

川
端

　

長
尾　

帝
子

　

大
曽
根　

照
代

　

藤
原　

澄
子

　

前
田　

一
俊

緑
ヶ
丘
・
五
反
田　

　

神
田　

榮
美
子

　

増
田　

敬
子

野
添
中
部

　

石
﨑　

貴
美
子

　

中
村　

喜
子

　

長
谷
川　

泰

　

吉
野　

真
由
美

　

岩
嵜　

絹
代

　

井
口　

美
代
子

　

筒
井　

み
ど
り

　

小
林　

照
子

蓮
池

　

柴
田　

克
彦

　

矢
原　

由
紀

播
磨
苑・北
池・新
野
添

　

林　
　

勝
彦

　

花
本　

義
昭

鹿
の
川

　

太
郎
丸　

善
子

　

塚
﨑　

壽
江

　

木
下　

登
美
子

　

浮
船　

貴
英

宮
山
・
鹿
の
川

　

田
中　

登
美

　

安
田　

秀
子

新
池
（
ユ
ニ
オ
ン
含
）

　

橋
本　

由
城
代

駅
西

　

浅
田　

昌
幸

　

鶴
谷　

修

　

田
中　

直
實

　

藤
田　

安
宏

オ
リ
ー
ブ
ハ
イ
ツ
・
駅
西

　

西
川　

眞
由
美

駅
西
・
サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス

　

松
本　

茂

駅
前　

　

竹
内　

郁
子

宮
ノ
裏

　

和
泉　

英
代

　

川
端　

町
子

　

小
林　

美
奈
子

　

井
上　

雅
子

野
添
県
住

　

廣
瀬　

光
男

　

中
田　

辰
徳

野
添
高
山

　

芳
井　

千
代
美

　

小
林　

満
壽
美

　

吉
本　

榮
策

　

山
田　

良
文

城
・
城
の
宮
団
地

　

佐
伯　

英
治

大
中
東
・
大
中
団
地

　

田
渕　

紀
和
子

　

淺
原　

眞
弓

大
中
東

　

浅
原　

信
子

　

松
本　

ヒ
ロ
子

　

大
辻　

清
美

　

浅
原　

澄
子

大
中
西

　

中
桐　

か
ず
ゑ

　

北
村　

和
美

　

内
田　

久
美
子

　

城
之
薗　

惠
美
子

古
田
東

　

大
西　

健
太

　

橋
本　

初
美

　

西
田　

光
雄

　

山
口　

文
子

本
荘
古
田
南
・
古
田
北

　

加
納　

秀
子

　

末
松　

信
男

古
田
西
・
神
川

　

井
上　

咲
織

　

岩
尾　

俊
正　

民
生
委
員・児
童
委
員

　

相
部　

聰

　

青
木　

千
恵
子

　

赤
土　

実
知
子

　

淺
原　

祐
子

　

木
下　

孝
史

　

久
保
田　

敏
子

　

佐
伯　

一
義

　

櫻
井　

修
二

　

墨　
　

悠
子

　

髙
島　

貞
子

　

高
橋　

修
二

　

谷　
　

務

　

谷
辺　

陽
子

　

西
垣　

幸
雄

　

西
田　

光
雄

　

林　
　

啓
子

　

福
壽　

晃
二

　

藤
澤　

幸
子

　

藤
原　

久
也

　

平
郡　

て
る
子

　

村
上　

と
み
子

　

柳
田　

二
三
子

　

横
山　

ち
ず
子

　

和
布　

邦
子

主
任
児
童
委
員

　

大
北　

智
子

　

田
中　

喜
美
子

　
　
　
　

   

（
五
十
音
順
）

古
田
東

　

中
作　

秀
雄

古
田
東

　

大
柿　

昭
三

本
荘
北

　

橘　
　

慶
子

本
荘
北

　

水
由　

博
道

本
荘
北

　

中
川　

冨
貴
子

本
荘
北

　

嶋
田　

秀
行

宮
西

　

大
西　

裕
一

野
添
中
部

　

大
江　

武

緑
ヶ
丘
・
五
反
田

　

中
嶋　

正
和

川
端

　

藤
原　

礼
子

川
端

　

山
田　

暁
子

サ
ン
シ
テ
ィ
本
荘

　

樋
口　

正
路

駅
東

　

古
川　

勝
子

二
子
北

　

栗
山　

八
重
子

二
子
北

　

澤
田　

裕
子

二
子

　

森
崎　

て
る
子

二
子

　

北
村　

俊
明

古
宮
３

　

松
田　

麻
美
子

古
宮
２

　

藤
原　

成
悦

オ
リ
ー
ブハ
イ
ツ・
駅
西

　

伊
藤　

澄
夫

駅
西

　

濱
田　

礼
子

駅
西

　

藤
井　

幸
代

新
池
（
ユ
ニ
オ
ン
含
）

　

西
山　

睦

宮
山
・
鹿
の
川

　

稲
谷　

勝

鹿
の
川

　

佐
伯　

ま
ち
子

鹿
の
川

　

須
藤　

た
ま
み

播
磨
苑
・
北
池
・
新
野
添

　

田
邊　

陽
一

蓮
池

　

柴
田　

幸
子

野
添
中
部

　

横
山　

千
代

野
添
中
部

　

加
田
平　

靖
子

野
添
中
部

　

近
藤　

三
郎

大
中
東
・
大
中
団
地

　

吉
川　

俊
行

城
・
城
の
宮
団
地

　

佐
伯　

文
悟

野
添
高
山

　

西
山　

仁

野
添
高
山

　

亀
田　

龍
昇

野
添
県
住　

　

岡
田　

す
み
子

宮
ノ
裏

　

山
下　

マ
リ
子

宮
ノ
裏

　

佐
伯　

三
代
子

駅
前

　

吉
岡　

幸
代

駅
西
・
サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス

　

堀
内　

マ
チ
子

大
中
西

　

橋
本　

明
美

大
中
西

　

淺
原　

敏
子

大
中
東

　

村
上　

安
榮

大
中
東

　

森
本　

英
敏

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

民
生
・
児
童
協
力
委
員


